
 

 

 

 

 

 

 

 

報道関係者 各位 

 

― 熱中症による労働災害にご注意を ― 

STOP！熱中症 クールワークキャンペーン 

 (令和３年の数値は、令和４年３月末日現在の速報値) 

熱中症は、毎年５月から９月にかけて多く発生しており、特に７月・８月に集中して

います。令和３年に熊本県内で熱中症として労災認定された方は 108 人で、依然として

多くの熱中症が発生しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

今年の夏場の気温も、平年並みか高いことが予想されており、これからの時期に早め

の準備が必要です。 

厚生労働省では、熱中症予防対策の徹底を図ることを目的とし、今年度も５月から 

９月にかけて、 

STOP!熱中症 クールワークキャンペーン 

を実施します。なかでも梅雨明け時期の７月を重点取組期間としています。 

特に、WBGT 値（湿球黒球温度）の把握や緊急時の連絡体制の整備等を重点的に実施し

ていただくこととしております。 

当局におきましても、熱中症は死亡につながる疾病であることから、徹底した熱中症

防止対策を県下の事業場や関係団体に広く呼びかけていきます。 

【照会先】 

熊本労働局労働基準部健康安全課 
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参考１
熱中症による休業４日以上の死傷者数の推移（人）　　（熊本県内）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

死傷者数 3 12 11 3 7 21 19 20 18 23 13

うち死亡 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

※休業４日以上の労働災害について、労働者死傷病報告により所轄の労働基準監督署
に報告されたものから集計（令和３年の数値は、速報値）

参考２
熱中症による療養補償給付決定件数の推移　　（熊本県内）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

決定件数 116 56 62 111 91 175 117 165 108

※（令和３年の数値は、速報値）
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参考３
熱中症による休業４日以上の死傷者数の推移（人）　　（全国）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

死傷者数 422 440 530 423 464 462 544 1178 829 962 547

うち死亡 18 21 30 12 29 12 14 28 25 22 20

※（令和３年の数値は、速報値）
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